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研究課題名「日本全地域で心不全診療連携を最適化する AI 実装 D to D システ

ムの開発と実用化」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、以下の①②③のいずれかに該当する方です。 

①2011 年 11 月 25 日から 2023 年 3 月 31 日の間に、名古屋医学医学部附属病院に急

性非代償性心不全で入院された方のうち「拡張能障害によるうっ血性心不全の予後

予測因子の検討および治療戦略」研究に書面でご参加の同意をいただき、収集した

データの二次利用にご同意いただけた方 

②「急性心不全の予後予測に関する多施設後ろ向き観察研究」にご参加された方（オ

プトアウトにて不参加の意思を表明されなかった方） 

③2018 年 10 月 24 日から 2020 年 12 月 31 日の間に、名古屋医学医学部附属病院、

大垣市民病院、公立陶生病院、市立四日市病院、名古屋第二赤十字病院、小牧市民

病院、春日井市民病院、一宮西病院に急性非代償性心不全で入院された方のうち

「心不全における急性期薬物治療の実態と予後に関する多施設共同前向き観察研

究」研究に書面でご参加の同意をいただき、収集したデータの二次利用にご同意い

ただけた方 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

この研究は、複数の既存のレジストリを統合して解析することで、急性非代

償性心不全で入院した患者さんにおける、背景や病態、心不全入院後の予

後、治療法等との関連について検討することを目的とします。 

研究方法： 

本研究では、既存の観察研究データを統合して、急性非代償性心不全で入院

した患者さんにおける、心不全入院後の予後、治療法などについて AI モデル

を作成し、その妥当性を検討いたします。研究期間は、実施承認日～2030 年

3 月 31 日です。本研究では、開示すべき利益相反はありません。 

研究期間：実施承認日 ～ 2030 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢、性別、既往歴、服薬状況、検査所見（血液、生理検査、画像検査、病理

検査等）、使用薬剤、合併症の有無、予後 等 



 

 

 

 

４．外部への試料・情報の提供 

本研究にて、対応表を用いて匿名化・構築されたデータベースは、AI モデル作成のた

め、DVD ディスクへ保存し追跡可能な送付手段を用いて解析機関へ送付されます。こ

の際のデータ提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行い、ファイルには

パスワードロックを施します。対応表は、本学の研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

 名古屋大学医学部附属病院 重症心不全治療センター、循環器内科 

 国立循環器病研究センター研究所 循環動態制御部 

 徳島大学病院 循環器内科 

 九州大学病院 ARO次世代医療センター 

 帝京大学 医療技術学研究科 診療放射線学専攻 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

（住所）名古屋市昭和区鶴舞町 65 番地 

（電話）052-744-2111 (内線 2147) 

（担当者の所属・氏名）名古屋大学医学部附属病院 重症心不全治療センター 

奥村貴裕 

 

研究責任者： 

名古屋大学医学部附属病院 重症心不全治療センター 奥村貴裕 

 

研究代表者： 

名古屋大学医学部附属病院 重症心不全治療センター 奥村貴裕 


